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2002年を迎 え、21世紀最初 の1年 も瞬 く間 に過 ぎて しまったよ うに感 じられ
ます。これは大学 を取 り巻 く環境が一昨年よ りさ らに厳 しくな り、法人化 に向け
た動 きも加速化 し、それ らへの対策 のためによ り一層忙 しくな って きた ことに
よるもの と思 ってお ります。
この よ うな世の中の動 きに先駆 けて、昨年か ら金研 にとっては 「変革初年」と
位置 づけ られる程、組織、運 営、管理体 制の面で改革 が行 われ ました。最 も大きな
























3つのプ ロジ ェク ト部 が置かれ ます 。このプ ロジ
ェク ト部はそれぞれ ケ ンブ リッジ大学、IBMチ
ュー リッヒ研究所、ハーバー ド大学に海 外拠点 を
お いて、ナ ノテ クノ ロジー ・材料研究 にお ける新
しい学術分 野を 開拓 す るための高度 な国際 共同















分野として取 り上げ られることが決定 しましたが、それに関する諸問題につい
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標語、モットー を大切に
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梯子 型銅 酸化物Srl4Cu24041の梯子 方向(c-axis)の熱伝
導率 の温 度依存性。測定結果(黒丸)から格子熱伝導(破
綜)を差 し引いた結 果が表示 されて います.この大部分
































ちょうど七夕祭 りとお盆 に挟まれた時期ではありましたが、地方か らの参加者も多く、活発な議論が交わ
















































現在、情報 の変換や エネルギー変換 な どを高速 ・高効
率に行 うことが可能 な、新 しい高機能変換材料 の開発が
求 め られて います 。また、従来使用 されて いるよ うな単
一機能 の変換だ けで な く、情報伝達やセ ンサー シス テム
な どと融合 した複 合的 な機 能 を有す る材料 が必 要 とさ
れ るようになって います。
本 ワーク シ ョップで は、圧カ ー電気、熱 一電気、光 一電
気間 の複数の機能変換が可能な材料の探索や、既存 の集
積化技術 との複合化 の可能性 をめざ して、主 に機能性セ
ラミ ックスの分野 の研 究者 による成果発 表 と討 論 を行
いま した。平成13年11月25日(木)～26日(金)に、金研講
堂で、材料 の機能 の発 現 と微細構 造の関係、材料 合成の
プ ロセ ッシング と機 能性の関係、な どを主 なテーマ とし
て、21件の研究 発表 を行 い、今後 の材料開発 の在 り方 と
応用 について活 発な意見交換 を行いま した。
「定常強磁場における材料科学」
東北大学金属材料研究所 本河光博
近年、液体ヘ リウム を必要 と しな い超伝導 マグ ネ ッ ト














互 い に競合 す る
テー マが あっ た
た め 、問 題 点 が
かな り浮 き彫 り
に な り、中 身 の
濃 い議 論が で き
ま した 。出 席 者





描 亡鞠tt/T`"、f忌lf遭 葺 、
受賞年月日 所 属 氏 名 賞 名 受賞年月日 所 属 氏 名 賞 名
平13年1月26日井 上研 井 上 明久 ホソカワ粉体工学振興財団THEKONAAWARD平13年8月28日川添研 川 添良 幸 26thCONFERENCEONOURWORLDINCONCRETE&
STRUCT[∬～ES:T卜EKENFRANCISAWARD200↑賞3月13日川 崎研 川 崎雅 司 (財)丸文研究交流財団 丸文研究奨励賞 川添研 余 京 智
3月19日川 崎研 川 崎雅 司 (財)手島工業教育資金団 手島記念博士論文賞 9月22日井上研 井 上明 久
日本金属学会 第49回論文賞福 田研 島 村清 史 (財)卜一キン科学技術振興財団 第11回研究奨励賞 花田研 正橋 直 哉
3月28日井上研 井上 明久 日本金属学会 増本量賞 後 藤研 明石 孝 也
技術部 佐藤芳幸 日本金属学会 研究技術功労賞 井 上研 井上 明 久 日本金属学会 技術開発賞
3月30日前川研 前川 禎 通 ドイツ ・フンボル ト財 団 フンボル ト賞 11月2日 本河 研 茂木 騒 金属研究助成会 第11回金属材料科学助成賞
4月16日技術部 伊 藤 敏 行
文部科学大臣賞(創意工夫功労者表彰)
長谷川研 永井 康 介
金属研究助成会 第41回原田研究奨励賞
技 術部 和 田繁 男 本河 研 左近 拓 男
技 術部 齊藤今朝美 川 崎研 阿藤 敏行
5月18日新 素材 大 森 守 日本セラミックス協会支部 振興功績賞 塩川研 本間 佳哉
5月21日長谷川研 永井康介
本間記念賞
11月8日井上研 井上 明久 日本機械学会 機械材料・材料加工部門
一般表彰(優秀講演論文部)新 素材 張 涛 新素材 木村 久道
技術 部 齊藤今朝美 11月24日技術部 小原 和夫 日本分析化学会2001年有効賞
5月22日井上 研 井 上 明久 粉体粉末治金協会 研究進歩賞
人 事(平 成13年9月30日～平成14年1月1日)
左 近 拓 男 助 手13/12/1付秋田大学助教 授へ
永 田 晋 二 助教授13/10/1付
小 山 佳 一 助教授 」13/12/1付





池 庄 司 民 夫 教 授13/10/1付1独立行政法人産業技術総合研究所か ら(川添研)
神 山 崇 助教授Il3/10〆1付1高エネルギ ー加速器研 究機構 か ら(山口研)
宮 嶋 孝 夫 助教授113/10/1付iソニー ㈱ コアテクノロジー &ネットワー クカンパニー から(八百研)
春 山 修 身 助教 授113/10/1付東京理科大学 から(新素材)
シャオジョンキャン助教 授13/10/8付1デラウェア大学か ら(新素材)
具 本欣 助 手13/9/30付辞職
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子体 を一部購読する ことによ り、経費の
節減をはかることを基本方針 とし、外国









的かつ慎重 に取 り組んで参 りました。そ
の結果、金研 図書室 の購読雑誌120点中、
48点が重複調整が成立 し、半数はEJのみ、
半数はEJ+冊子体 を金研 に配置する こ
とにな りました。
次年度以降 も引き続 きEJの導入 につ
き調整 ・検討が進む と思われますが、金研































れた。そして 年が変わり、2002年。「去年今年つらぬく あろう。法人化後 大学がまた金研がいったいどうな ●















発行 日:2002,No37平 成]4年2月 発行
編 集:東 北 大学 金属 材 料研 究所 広報 室
〒980-8577仙台 市青 葉 区 片平2-1-1
TELO22-215-2144
pro-adm@imr.tohoku.ac.jp
http:〃www.imr.tohoku.ac.jp
7 IMRNEWSKINKEN
